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○はじめに

当センターでは平成12年の建築基準法の改正に

伴い，性能評価機関の指定を受け，木造軸組み並

びに枠組壁工法耐力壁の倍率に関する性能評価を

行ってきました。これら倍率評価に伴う耐力壁の

面内せん断試験をはじめとして，各種の木質系耐

力壁水平構面の面内せん断試験，告示1460号に基

づく木造仕口及び継ぎ手の試験など多くの木造関

連試験を実施してきました。これらの試験は，基

準法改正前後に導入した，自動コントロールが可

能な3台のアクチュエータ式の加力試験機を使用

して実施しております。

一方，平成16年に7日本建築防災協会発行の

「木造住宅の耐震診断と補強方法」が改訂され，

既存木造住宅の耐震改修に伴う補強耐力壁に関す

る試験のお問合せが増えてきました。これらの補

強方法として，粘性ダンパーや粘弾性ダンパーな

どの制震装置を用いた物などが挙げられます。こ

れらのダンパーを装着した耐力壁の性能を調べる

ためには，建物の大地震時の挙動を想定した正負

繰り返しの大変形を与える必要が生じてきまし

た。また，伝統構法建築物や木質系ラーメン工法

の耐力フレームなど変形能力の高い建物では，こ

れまで以上の大きな変形を与えなければなりませ

ん。構造グループでは，これらの要求にお答えす

るために「100kN長ストローク加力試験機」を導

入しましたので，ここにその概要を紹介します。

○100kN長ストローク加力試験機の特長

本試験機は，これまで導入した試験機同様，パ

ソコン上で作成したプログラムによる自動コント

ロールが可能なものです。試験機は，加力主体と

なるアクチュエータ部（写真1）と入力変換・パソ

コン等が内蔵されている制御操作盤（写真2）から

構成されます。裁荷及び計測は専用の加力・デー

タ計測プログラムで自動的に行うしシステムにな

っております。アクチュエータの仕様を表1に示

します。

本試験機の主な特長としては，次の点が挙げら

れます。
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表1 100kN長ストローク加力試験機



①ストロークの長さが600aあり，大変形を必要

とする試験に対応できます。

②全ての操作がパソコン上で行えます。

③加力・データの取得が予め作成された載荷・計

測テーブルに従って自動的に実施されます。

④最大四台までの外部変位計のデータを演算処理

し，その結果をもとに加力の制御が行えます。

⑤アクチュエータ本体に取り付いたサーボモータ

と密閉式タンクによりアクチュエータの制御を

行うため，油圧ポンプユニットや冷却設備が不

要です。

⑥アクチュエータと制御操作盤のみの構成で，そ

れぞれの着脱が容易であるため，持ち運び，据

え付けなどの移動が容易に行えます。

⑦オイル交換などのメンテナンスが必要ありませ

ん。

⑧自動コントロールで試験を行いますので，試験

実施者，加力スピードなどの不確かさ要因がな

くなります。

○対象となる試験

同試験機は「はじめに」でも述べたように，大

変形加力を必要とする制震材料を用いた耐力壁の

低速度域における面内せん断試験への利用が考え

られます。また，これまでにも実施していた木質

系耐力壁の面内せん断試験においては，1/10rad

を越える大変形を与えることも可能となりまし

た。このほか，地震時に大変形が予想される伝統

構法建築物，木質ラーメン工法耐力フレーム，木

造仕口の性能試験など主に木質系の試験に活用で

き，特に大変形を与える必要のある試験には有効

であろうと考えております。また，木造や鉄骨造

建物の大変形における外装材の水平変位追従性能

の確認試験，建築用窓ガラス用フィルムの層間変

位破壊試験，片開きドアの面内変形追随性試験な

どのこれまで実施している試験にも幅広く利用し

ていきたいと考えています。

○おわりに

当センターは，建築基準法に基づく指定性能評

価機関，JIS Q 17025に基づく試験所として，より

高い精度の試験が要求されています。また，当セ

ンターをご利用いただいているユーザーの皆様か

らは付加価値の高い試験の要求も寄せられており

ます。今回導入した「100kN長ストローク加力試

験機」は，こうした内外の要求にお答えするため

のもので，今後とも皆様の声に耳を傾け，様々な

ニーズに対応して参りたいと考えております。

試験に関するお問合せ先：

構造グループ　1048－935－9000

（文責　構造グループ　川上　修）
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写真1 アクチュエーター部

写真2 制御操作盤


